
チャ

カンザワハダニ

平成２２年　チャ害虫調査（カンザワハダニ、100葉調査） 山城：2月24・25日調査、丹波：2月24日調査、丹後：2月25日調査

（山城地域）
茶１ 0 0 0 - 0 0 0 0 -
茶２ 0 0 0 - 0 0 0 0 -
茶３ 4 5 1 20.0 0 0 0 0 -
茶４ 6 6 2 33.3 0 0 0 0 -
茶５ 0 0 0 - 0 0 0 0 -
茶６ 0 0 0 - 0 0 0 0 -
茶７ 0 0 0 - 0 0 0 0 -
茶８ 1 2 0 0.0 0 0 0 0 -
茶９ 27 58 28 48.3 0 6 14 13 92.9

茶１０ 6 7 4 57.1 0 1 1 0 0.0
茶１１ 1 2 0 0.0 0 0 0 0 -
茶１２ 0 0 0 - 0 0 0 0 -
茶１３ 3 3 1 33.3 0 1 2 0 0.0
茶１４ 1 1 1 100.0 0 1 7 2 28.6
茶１５ 2 2 1 50.0 0 0 0 0 -
茶１６ 8 18 5 27.8 0 2 10 4 40.0
茶１７ 4 11 6 54.5 0 1 8 2 25.0
茶１８ 0 0 0 - 0 0 0 0 -
茶１９ 11 18 9 50.0 0 3 10 10 100.0
茶２０ 6 6 2 33.3 0 0 0 0 -
茶２１ 0 0 0 - 0 0 0 0 -
茶２２ 0 0 0 - 0 0 0 0 -

平均値         3.6 6.3 2.7 39.1 0.0 0.7 2.4 1.4 40.9 59.1
平年比         高 やや多 並 やや少 やや高 並 並 やや高
前年値         0.6 1.2 48.6 0.0 0.1 2.6 39.7 31.8
平年値         1.2 2.8 38.8 0.3 0.5 3.7 52.4 34.6

（丹波地域）
茶２３ 10 12 4 33.3 0 5 11 8 72.7
茶２４ 6 8 3 37.5 0 2 2 1 50.0
茶２５ 0 0 0 - 0 0 0 0 -
茶２６ 3 5 0 0.0 0 0 0 0 -
茶２７ 0 0 0 - 0 0 0 0 -
茶２８ 0 0 0 - 0 0 0 0 -

平均値         3.2 4.2 1.2 23.6 0.0 1.2 2.2 1.5 61.4 50.0
平年比         やや高 やや多 並 並 やや高 やや多 - やや高
前年値         0.8 1.0 16.7 1.2 0.2 0.2 0.0 50.0
平年値         1.5 4.2 46.9 0.5 0.6 7.0 12.2 33.3

（丹後地域）

茶２９ 0 0 0 - 0 0 0 0 -

茶３０ 0 0 0 - 0 0 0 0 -

平均値         0.0 0.0 0.0 - 0.0 0.0 0.0 0.0 - 0.0
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【山城地域】
○５９．１％の圃場で発生を認め、発生ほ場率は平年比やや高かった。
○寄生葉率は３．６％で平年比高く、１００葉当たり虫数６．３匹で平年比やや多かった。
○成虫の濃赤色化率は３９．１％で平年並であった。
○幼若虫は認められず、平年比やや少なかった。
○産卵葉率は０．７％でやや高く、総産卵数は百葉当たり２．４個で平年並であった。
○卵着色率４０．９％で平年並であった。

【丹波地域】
○５０％のほ場で発生を認め、発生ほ場率は平年比やや高かった。
○寄生葉率は３．２％で平年比やや高く、１００葉当たり虫数は４．２匹で平年比やや多かった。
○成虫の濃赤色化率は２３．６％で平年並であった。
○幼若虫は認められず、平年並であった。
○産卵葉率は１．２％で平年比やや高く、総産卵数は百葉当たり２．２個で平年比やや多かった。
○卵着色率６１．４％であった。
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